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あなたと町を結ぶ広報
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ご成人おめでとうございます
みんなでともに乗り越えよう
法律知識／賠償請求はお済みですか？
税の申告はお早めに
保健だより
子育て広場
みんなの図書館／ADR
まるしぇコーナー／浪江町からのお知らせ
まちの話題
情報ぴっくあっぷ
浪江のこころ通信 
連絡先一覧平成30年２月  No.625

毎月1回1日発行

今月の表紙 

変わらない絆 友人との再会 あふれる笑顔
祝 平成30年浪江町成人式（１月７日 浪江町地域スポーツセンター）



津島地区

請戸・幾世橋地区

大堀・苅野地区
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浪江地区
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いつか役に立つ

法 律
知 識

No.14

弁護士　大橋　征平

も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
公
正
証
書
の
場
合
、
自
筆
証
書
遺
言

の
際
に
必
要
と
な
る
家
庭
裁
判
所
で
の

検
認
が
不
要
と
な
り
ま
す
。
前
回
ま
で

に
、
検
認
手
続
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
が
、
労
力
と
時
間
が
か
か
る
手
続
で

す
の
で
、
検
認
手
続
を
経
な
く
て
良
い

と
い
う
の
は
大
き
な
利
点
だ
と
思
い
ま

す
。
　
ま
た
、
公
正
証
書
遺
言
に
も
い
ろ
い

ろ
と
方
式
が
あ
り
ま
す
が
、
公
証
人
が

遺
言
を
作
成
し
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
の

説
明
は
省
略
し
ま
す
。
な
お
、
公
正
証

書
遺
言
は
、
公
証
人
が
遺
言
を
作
成
し

て
く
れ
る
こ
と
か
ら
、
方
式
違
反
の
お

そ
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
も
公
正

証
書
遺
言
の
利
点
で
す
。

　
さ
ら
に
、
公
証
人
が
遺
言
を
管
理
し

て
く
れ
る
の
で
、
紛
失
の
お
そ
れ
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　
公
正
証
書
遺
言
は
、
費
用
は
か
か
り

ま
す
が
、
紛
失
の
お
そ
れ
も
な
く
、
検

認
手
続
も
必
要
な
く
、
方
式
違
反
の
お

そ
れ
も
な
い
な
ど
、
相
当
の
長
所
が
あ

り
ま
す
。
遺
言
を
残
す
の
で
あ
れ
ば
、

公
正
証
書
遺
言
を
作
成
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
次
回
は
、
秘
密
証
書
遺
言
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
公
正
証
書
遺
言
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。

　
公
正
証
書
遺
言
と
は
、
遺
言
を
す
る

者
が
、
公
証
人
に
遺
言
の
内
容
を
伝
え
、

公
証
人
が
そ
の
内
容
を
筆
記
し
て
作
成

す
る
遺
言
の
こ
と
で
す
。

　
公
証
人
は
、
契
約
の
内
容
な
ど
に
つ

い
て
証
明
な
ど
を
す
る
こ
と
を
仕
事
と

し
て
い
る
公
務
員
で
す
。
中
立
公
正
な

第
三
者
で
あ
る
公
証
人
の
証
明
は
強
い

効
力
が
あ
り
ま
す
。
公
証
人
が
作
成
し

た
遺
言
が
覆
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
公
証
人
役
場
は
、
福
島
県
で

は
、
福
島
市
、
郡
山
市
、
白
河
市
、
会

津
若
松
市
、
い
わ
き
市
、
相
馬
市
に
あ

り
ま
す
。
公
正
証
書
を
作
成
す
る
場
合
、

政
令
で
定
め
ら
れ
た
手
数
料
を
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
１
億
円

の
遺
産
を
１
人
の
相
続
人
に
受
け
継
が

せ
る
遺
言
を
作
成
す
る
場
合
、
手
数
料

は
、
４
万
３
，
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　
公
正
証
書
遺
言
を
作
成
す
る
場
合
、

２
人
以
上
の
証
人
の
立
会
い
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
こ
の
証
人
に
は
、
将
来
相

続
人
と
な
る
人
等
は
な
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
証
人
の
当
て
が
無
い
人
は
、

料
金
を
支
払
っ
て
、
公
証
人
に
探
し
て

遺
言
④
（
公
正
証
書
遺
言
）

は お済みですか？
賠償請求賠償請求賠償請求

　　総合窓口課賠償支援係

　　0243（62）1105

原子力損害賠償全般 　 0120（926）404
受付時間：9時～19時（月～金曜日（祝日を除く））
　　　　　9時～17時（土・日曜日、祝日）

東京電力
連 絡 先

帰還に伴う就労不能損害第 10回
　東京電力の賠償は損害項目が多岐にわたっています。損害項目別にシ
リーズ化して解説しますので、ご一読ください。第10回は「帰還に伴う就
労不能損害」です。
※「第6回  就労不能損害」（広報なみえ平成29年10月号掲載）でお伝えし
　ている内容ですが、より詳しくお伝えするものです。

原発事故時点において浪江町内（帰還困難区域を除く）に生活の本拠があった方で、収
入が事故時点より減少し、平成30年3月末までに帰還された場合は、１２か月を上限に賠
償請求することができます。

帰還に伴って発生した「給与等の減収分」と「通勤交通費の増加分」が賠償の対象となります。
（帰還し損害が発生した月から最大12か月間）
請求では帰還（居住）の場所および時期を確認するため、以下の書類の提出が必要となります。
　①住民票の写し（平成30年3月以前の住定年月日の記載があるもの）
　②以下のうち、いずれか1つ
　　・電気等の検針票（平成30年3月以前の使用量の分かる記載があるもの）
　　・賃貸借契約書のコピー（平成30年3月以前の契約開始日の記載があるもの）
　　　※町営住宅の場合は、入居許可書等
　　・住居の修繕費用の領収書（平成30年3月以前の日付の記載があるもの）
③収入が分かる書類（就労不能損害と同じ）

内　容

浪江町の住所（原発事故時点）が旧避難指示解除準備区域・旧居住制限区域

平成30年3月までに帰還（居住開始）
帰還後も減収が続いている、または、帰還によって初めて減収が発生した。

「帰還に伴う就労不能損害」の賠償対象です。
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住民課課税係　　
0240（34）0224

　～
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子育てサロン「ぽかぽかテラス」第５回の様子をお伝えします。

　浪江にじいろこども園　　0240（25）8619

平成29年11月８日（水）、浪江にじいろこども園で

未就学児の保護者を対象にサロンを開催しました。

第５回は、浪江にじいろこども園の見学後、弘

前大学の先生による放射線に関するお話を聴講し

ました。平成29年７月末に完成した園を見学した保護者の方からは、「明るくて落ち着

く」、「木の香りがする」等の感想をいただきました。弘前大学の先生とのお話では、雑

談も交えながら放射性物質への不安や悩み等を相談しました。

今回、参加した方々は、子育てサロンに積極的に参加されていて、「また参加したい」

と話されていました。平成29年度分は今回で最後になりましたが、平成30年度も引き続

き開催しますので、お気軽にご参加ください。
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　健康保険課健康係 　0240（34）0249
　0243（62）0168
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平成30年４月より、浪江町内におけるごみの回収方法は、震災前の方法に戻ります。

●４月以降は町指定のごみ袋に入れてごみ出しをしていただきます●
指定ごみ袋の販売店やごみの出し方、資源ごみの分別方法、回収日等

は決定次第、町広報紙等でお知らせします。

住民課除染環境係　　0240（34）0228

2月は
11時～14時
10日

のみ

土
毎月

第2土曜・
日曜は

まるしぇの
日♪

※都合により、内容等を変更する場合があります。ご了承ください。

11時～・13時～　
　演歌歌謡ものまね大行進！
　夜桜冬美・美空りはびり
　爆笑トーク！歌！パフォーマンス！
12時～ 落語・紙切り・南京玉すだれ
　　　  噺の会じゅげむいわき支店（いわき市）
　　　　　山椒家 小粒

10日
（土）

ステージ

駐車場は役場敷地内駐車場をご利用ください。皆さまのお越しを心よりお待ちしております。

産業振興課商工労働係  　0240（34）0247
３月は10日（土）11日（日）に開催します。

出演者：門馬よし彦さん（浪江町出身）、牛来美佳さん（浪江町出身）
主催：特定非営利活動法人 笑顔革命

お知
らせ

２月11日（日）10時～14時 
まち・なみ・まるしぇ新春のど自慢大会  浪江ふれあいコンサート

来場特典　甘酒、つみれ汁ふるまい（数量限定）

  申込み方法：当日受付（参加無料）（10時～）
「グランプリ」「特別賞」には賞品が授与されます。

デコシャル（山形県河北町）による
チョコバナナ＆チョコイチゴ

チョコレート
菓子

どちらも先着200本

先着200個

ふるまい

記念品はなし
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東京電力の提示金額に納得できない方など、どなたでも当センターをご利用いただけます。
現在の申立て以外の損害についても、申立て可能です。また、裁判よりも手続が簡便かつ
無料※1で、ご本人様お一人でも申立てができます。証拠書類がない場合でも申立て可能で
あり、仲介手続の中で、センターの調査官が不明な点を丁寧にお伺いします。
手続が終了している21,399件のうち、８割強である17,548件※2が和解成立に至っています。

※１ 送料等の実費は発生します。　※２ 平成29年12月末現在の件数です。（速報値）

　　　　　　　　避難指示解除準備区域（浪江町）に居住し、同町内の会社に勤務してい
た申立人（原発事故時70歳代前半）について、定年退職の予定がなく、勤務先には80歳代
の従業員も勤務していたこと、申立人は健康状態に問題がなく、また、健康である限りは働
き続けるつもりであったこと、申立人の年齢からは新たな就職先を見つけることが困難であ
ること等の事情を考慮し、平成26年３月分から同年12月分までの就労不能損害の賠償（平
成26年３月から同年７月までの原発事故の影響割合７割、同年８月から同年12月までの原
発事故の影響割合５割）が認められた事例（和解事例1182）。
※和解事例は、あくまで申立人の個別事情に基づいて和解した例であり、一般的に適用される基準ではありません。

原子力損害賠償紛争解決センター　無料電話　0120（377）155
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優勝チーム　Team  SSB

平成29年12月22日、浪江地区防犯指導隊（隊長 君島勝見

さん）に双葉警察署長から感謝状が贈呈されました。

浪江地区防犯指導隊が、日頃から警察活動へ積極的に協力

していることに対し、感謝状が贈られたもので、同日、隊長

の君島さんから本間副町長へ報告をされました。

平成29年12月21日、幾世橋集合住宅において、パン

ジーやビオラ、チューリップの球根をプランターに植え

ました。

この活動は、「お帰りなさい。なみえっ子」をスロー

ガンに、平成30年４月に開校予定のなみえ創成小学校・

中学校に通う子供たちを温かく迎えようと、地域の方々

など19人が集まり花と球根植えを行ったものです。

このプランターは、なみえ創成小学校・中学校の開校

式や入学式等に、学校の昇降口や玄関前に並べられま

す。子供たちの笑顔がきれいに咲いた花々に包まれる。

学校に通う子供たちの姿が待ち遠しいです。

浪江中学校３年生の渡邉なつみさんが、福島地方法務局い

わき支局長・いわき人権擁護委員協議会長より「奨励賞」を

受賞しました。渡邉さんが応募した作文「何気ない一言」

は、渡邉さん自身の体験から「何気なく発した言葉が、時と

場合によっては、他者を傷つけることがあること」をつづっ

た作文です。本年度はいわき支局管内42校から1,111編の応

募がありました。

また、浪江中学校に対し、福島地方法務局長・福島県人権

擁護委員連合会長より感謝状が贈られました。

�����������	
�����

皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　企画財政課情報統計係
0240（34）0241　　

優勝チーム　Team  SSB

皆さまから義援金等の支援を
お届けいただきました。

１月１日、浪江町内で、「2018あるけあるけ初日詣大会」が開

催されました。

大会では、参加者約70名が早朝５時にまち・なみ・まるしぇを

出発し、初日の出イベント会場の大平山霊園へ向かいました。

会場では、めんの旭屋によるなみえ焼そばやサンプラザ江戸銀

による豚汁のふるまい、ローソン下加倉店のおでん、肉まん等の

販売があり、温かい食べ物で暖を取りながら、会場に集まった約

250名が日の出を待ちました。

６時50分頃、まばゆい光を放って初日が昇ると、参加者全員で

新年の願いと町の復興を初日に込め、さらには、新春を彩る神楽

が川添芸能保存会により披露されました。

大晦日の正午から、北幾世橋の大聖寺で除夜の鐘つきが行われ

ました。

避難指示の一部解除後、初めての鐘つきでしたが、避難してい

る町民が集まりやすいよう白昼の行事となりました。集まった約

100名の方々と住職が、それぞれの思いを胸に108回の鐘を鳴ら

し、その鐘の音が町内に響き渡りました。

平成29年12月19日
笠岡弦楽合奏団アニマート様（義援金）

おおみそか
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いわき市役所 平中央公園

いわき
アリオス●
いわき
アリオス●

いわき市立美術館●いわき市立美術館●

ハローワーク●ハローワーク●

東邦銀行●東邦銀行●

●
コ
ジ
マ

いわき市文化センターいわき市文化センター

至仙台至東京

●NTT東日本●NTT東日本

いわき
合同庁舎

鹿
島
街
道

至
小
名
浜

至
い
わ
き
駅

現在地

移転先
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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＋ 浪江診療所 のお医者さん

　浪江診療所　　0240（23）6173
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12
月
24
日
付
け
で
水
谷
由
克

さ
ん（
北
幾
世
橋
）が
教
育
委
員

会
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
水
谷　

由
克 

さ
ん
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町民の皆さんからお寄せいただいた情報を掲載します

震災からの復興と海上安全・豊漁および豊作を祈
念し、　野神社境内で「安波さま」を開催します。
皆さまのお越しをお待ちしています。
■開催日時　２月18日（日）　10時から
■場所　　野神社　境内（浪江町請戸）
■内容　１ 神事
　　　　２ 雅楽奉納（品川区雅楽同友会）
　　　　３ 神楽奉納
　　　　４ 田植踊奉納
　野神社氏子総代長　渡部　忍
090（2279）9028

「安波祭」を開催します
くさ  の
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浪江町内の自宅で片付けをした際に出た粗大

ごみ等の回収（個別回収）を実施しています。

年度末は申込みが集中し、大変混み合うこと

が予想されます。

申込みから回収までに相当な日数を要する場

合がありますので、ご希望の方はお早めにお申

込みください。

環境省で実施している被災家屋等の解体申請

の受付は、

平成30年３月30日

で終了となります。

　　
申請期間の延長はありません。被災家屋解体

を希望される方は、平成30年３月30日までに

被災家屋解体または家屋被害調査の申請をして

ください。

※平成30年３月31日以降、被災家屋解体申請

はできません。

【建物解体の留意点】
●付属建物（倉庫、納屋、店舗、ブロック塀等）

のみの解体も可能です。

※付属建物のみの場合、り災証明書は不要です。

●解体申請後のキャンセルは可能です。

【被災家屋解体申請先】
株式会社高島テクノロジー 被災建物解体受付窓口

●二本松窓口
　0120（603）016
受付時間　平日８時30分～16時30分

二本松市北トロミ573

　（浪江町役場二本松事務所隣）

●南相馬窓口
　0120（664）123
受付時間　平日９時～17時

南相馬市原町区錦町一丁目132－1

レスディビル２階（原ノ町駅東口）

●浪江町役場本庁舎窓口
　0120（770）443
受付時間　平日８時30分～17時

浪江町大字幾世橋字六反田7－2

　（浪江町役場本庁舎１階西側）

土・日・祝日を除く

浪江町役場住民課税務管理係
　 0240（34）0223
平日８時30分～17時15分

（土・日・祝日・年末年始を除く）

家屋被害調査の申請・相談

環境省 福島地方環境事務所浜通り北支所
　 0244（26）9912
平日８時30分～17時15分

（土・日・祝日・年末年始を除く）

家屋等の解体に関する問合せ先

環境省事業受託会社 有限会社佐洋運輸
　 0120（103）726

平日８時～17時

　 0120（503）726
24時間受付

回収申込み先
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企画財政課情報統計係 　　0240（34）0241

下記URLをブラウザに入力
https://news.namie-tablet.jp/

下記 URLをブラウザに入力
https://news.namie-tablet.jp/

Play ストアで「なみえ新聞」と
入力してアプリをダウンロード

QRコード
なみえ新聞

QRコード
Playストア

なみえタブレット 通 信

◆「なみえチャンネル」をお楽しみください！

◆第1回「なみえチャンネル」知ってるつもり？クイズの結果発表

◆「なみえ新聞」は、パソコンや iPhone・スマートフォンでも見ることができます。

～タブレットチームが浪江の「今」をお届けします～

浪江町タブレットサポートセンター ※通話料無料タブレットに関する
お問合せ

【パソコン】の方 【iPhone】の方 【スマートフォン】の方

　浪江に関わる情報を分かりやすく動画で伝える「なみえ
チャンネル」をご存知ですか？イベントの告知やレポート、
町内で働く人の紹介など、10 分程度の番組を毎週水曜日
（17 時更新）に、なみえ新聞内で配信し、浪江の「今」を
動画ならではの空気感でお伝えしています。
　いつもご覧になっている方も、そうでない方も、ぜひ「な
みえチャンネル」をご覧ください！

　平成29年12月11日から22日までの期間に実施したクイズに、
165名の方から回答をいただきました。ご回答いただいた皆さま
ありがとうございました。
　クイズの正解者は89名。なかなか難しい？問題だったでしょうか。
　これを機にぜひ「うけどん」のことをもっと知っていただけれ
ばと思います。

ちなみに、カモメは浪江町の町の鳥、松は町の木として制
定されています。なみえ新聞では今後もクイズやアンケー
トなど実施することがあります。お見逃しなく！

☎ 0800（919）3287 （平日9時～17時15分） 

なみえ
チャンネルおもしろなみえ新聞「なみえチャンネル」を見る方法

「なみえチャンネル」へのご意見やご感想、取材のご依頼などありましたら、メールまたはお電話
にてお問合せください。

企画財政課情報統計係　　 namie12030@town.namie.lg.jp 　　0240（34）0241

請戸川の鮭をイメージした
帽子、いくらをイメージした
髪の毛、大堀相馬焼のどん
ぶりに入った小さな女の子

うけどん
■クイズ

■正解

※商標登録申請中

浪江町タブレットキャラクター「うけどん」は、何の妖精でしょうか？

A.カモメ　　B.松　　C.お米

C.お米
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消防署からのお知らせ

浪江消防署　 0240（34）7360
富岡消防署　 0240（25）2119

火事と救急は119番

ヒートショックに注意！！

消防署連絡先

ヒートショックとは？

なぜ注意が必要なのか？

お風呂でのヒートショック防止策！

　ヒートショックによる心筋梗塞・脳梗塞・脳卒中・不整脈のリスクは高く、軽い失神の場
合でも浴室で滑って転倒し、頭を打つなどの危険が伴います。

急激な温度変化による血圧の急変動などが身体
に及ぼす影響のことをヒートショックといいます。

①脱衣所を暖房器具で暖める
　体の負担を減らすためには、環境（脱衣室、浴室）の温度差を減らすことがポイントとなります。

②シャワーを高い位置に設置し、浴槽にお湯をはる
　シャワーで給湯することで、湯気が発生し浴室全体が暖まります。

③湯温41℃以下にする  熱いお湯はヒートショックの危険性を高めてしまいます。

暖かい部屋から寒い場所へ移動
　

寒さで血管が収縮
　

血圧上昇 

熱いお湯につかり体が温まる
　

血管が拡張
　

血圧下降

ごみの出し方は、
市町村によって違います

ごみの分別方法や出し方は、お住まいの市区町村
により異なります。それぞれ決められたごみの出し
方を遵守してください。
また、買い物の時にエコバッグを持参してレジ袋
をもらわないようにするなど、ごみの減量化・リサ
イクル（再利用）を日々の生活から心掛けましょう。
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（浪江町大字幾世橋字来福寺西39番地、浪江東中学校の南西部）

開催日時・場所 ２月27日（火） 13時30分～15時　
　　　　　　 浪江にじいろこども園

メッセージカード作り 大切な人に感謝の気持ちを伝えるメッセージカードを
手作りします。内　

容

放射線の相談もできます。お気軽にご参加ください。（予約不要・参加費無料）

「第 7 回あっぷるサロン」「第 7 回あっぷるサロン」開催のお知らせ...............................................
..

  弘前大学浪江町復興支援室（健康保険課内） 
  　　本庁舎 　 0240（34）3657　（平日8時30分～17時15分）

こども園の見学 園内を見学しながら放射線の測定結果をお伝えします。

弘前大学浪江町復興支援室から

�������	�
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　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そ
して福島第一原子力発電所の事故により、町内全域
に出されていた避難指示は、平成29年３月31日に
「帰還困難区域」を除き解除されましたが、多くの
浪江町民は福島県内外に分散避難をしています。長
期化する避難生活、先の見えない不安の中で、町民
の皆さんがどのような思いで生活し、ふるさとへの
思いを抱いているのか。
　こうした町民の思いをつなげるため一般社団法人
東北圏地域づくりコンソーシアム（※）が中心となり、
全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さんが取材を進め、
浪江町との連携のもと「浪江のこころ通信」が編
集・発行されています。
　この“浪江のこころプロジェクト”は、町民の皆
さんの声を「浪江のこころ通信」を通してお届け
し、ふるさと浪江町がかつての暮らしを取り戻すこ
とへの願いとこだわりを発信・共有しようとするも
のです。

※一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働の
まちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第80号 ●

これまで取材を受けていただいた皆さん
に、再度の取材を行うコーナーです。
３・11から６年以上が経過した今、感

じていること、伝えたいこと、そして最初
の取材以降の気持ちの変化やふるさとへの
思いなど皆さんの声をお届けします。

再取材シリーズ

「浪江のこころ通信／第80号」への
感想をお寄せください。

　【連絡先】〒979－1592 
　　　　　 双葉郡浪江町大字幾世橋字六反田7－2

　　「浪江のこころ通信」宛
　　　　　　　　　 FAX.0240（34）4593
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玉野　紘成さん（請戸）
取材者：認定非営利活動法人市民公益活動パートナーズ　古山
取材日：11月22日

いろんな経験をこれからの人生に
活かしていきたい

震災当時、小学6年生だった玉野さんは今年、大学１年生になりまし
た。東北福祉大学に決めた理由は、3.11の経験を活かして人の役に立て
る資格を取りたいと、社会福祉士を目指して大学生活を過ごしています。
第69号（平成29年３月号）に登場いただいた横山和佳奈さんとは

請戸小学校の同級生。大震災と原発事故からの避難という大変な体験
を礎に社会貢献を願う頼もしい若者にまた一人、出会うことができま
した。

◆
町
内
か
ら
南
相
馬
市
、
福
島
市
へ
。

さ
ら
に
、
県
外
へ
避
難

卒
業
式
を
次
の
週
に
控
え
た
あ
の

震
災
の
時
は
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
時

間
で
教
室
に
い
ま
し
た
。
全
員
が
ま

ず
校
庭
に
避
難
し
、
大
平
山
に
走
っ

て
逃
げ
ま
し
た
。
山
頂
に
待
機
し
て

い
た
の
で
す
が
、
し
ば
ら
く
し
て
下

に
降
り
て
み
る
と
、
山
の
際
ま
で
波

が
来
て
い
て
移
動
で
き
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
じ
っ
と

し
て
い
て
も
仕
方
な
い
の
で
役
場
を

目
指
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
動

き
始
め
ま
し
た
。
紙
芝
居
『
請
戸
小

学
校
物
語
』
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
い
わ
き
市
の
運
送
会
社
の

方
に
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
乗
せ
て
い

た
だ
き
、
役
場
へ
無
事
に
避
難
し
、

先
に
避
難
し
て
い
た
母
と
祖
母
に
会

え
ま
し
た
。

母
は
、「
役
場
の
4
階
か
ら
請
戸
が

津
波
に
の
み
込
ま
れ
る
の
を
見
た
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
い
わ
き
市
で

仕
事
を
し
て
い
た
父
と
は
連
絡
が
取

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
祖
母
と
母
、

妹
と
一
緒
に
町
内
の
親
戚
の
家
に
避

難
し
ま
し
た
。

翌
日
、
家
族
と
親
戚
の
車
2
台
で

南
相
馬
市
小
高
区
の
浮
舟
会
館
に
避

難
し
ま
し
た
。
本
当
は
津
島
を
目
指

す
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、
大
渋

滞
の
た
め
に
断
念
し
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
半
日
も
居
ず
に
原
町
区
の
石
神

小
学
校
に
移
り
、
父
と
二
日
振
り
に

再
会
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
福
島
市
の
飯
坂
温
泉
に

あ
る
「
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
」
に
。
飯
坂

町
で
は
断
水
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
久

し
振
り
に
お
風
呂
に
入
れ
ま
し
た
。
食

料
も
十
分
に
あ
り
、
店
も
開
い
て
い

て
、
僕
も
妹
も
靴
を
買
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ガ
ソ
リ
ン
も
何
と
か
入
手
し

て
、
車
で
千
葉
の
叔
母
の
元
に
。
千
葉

に
行
っ
て
も
、
漁
業
関
係
の
仕
事
を
し

て
い
た
両
親
は
、
福
島
と
の
間
を
行
き

来
し
て
い
ま
し
た
。

◆
友
達
も
土
地
勘
も
な
く
、
つ
ら
か
っ

た
千
葉
で
の
日
々

僕
は
千
葉
の
中
学
校
に
入
学
し
ま

し
た
。
最
初
の
頃
は
周
り
の
人
た
ち
と

う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

だ
ん
だ
ん
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
同
級

生
も
先
生
も
と
て
も
気
を
遣
っ
て
く
れ

て
、
親
切
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
気
遣
い
が
重
た
く
て
、
申
し

訳
な
く
て
、
負
担
が
大
き
か
っ
た
で

す
。
例
え
ば
、
あ
る
時
、
震
度
3
く
ら

い
の
地
震
が
起
こ
り
、
僕
が
卓
球
台
の

下
に
潜
り
込
ん
だ
の
を
見
て
笑
っ
た
同

級
生
を
、
先
生
が
き
つ
く
叱
っ
た
ん
で

す
。
似
た
よ
う
な
出
来
事
が
何
度
か
あ

り
ま
し
た
。

中
学
2
年
生
の
時
、
両
親
の
仕
事

の
こ
と
や
学
校
の
こ
と
も
あ
り
、
相
馬

市
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。
浪
江
と
同
じ

浜
通
り
で
土
地
柄
も
一
緒
だ
し
、
言
葉

の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
同
じ
で
、

や
っ
と
安
心
し
ま
し
た
。
近
い
う
ち
に

相
馬
市
の
山
側
に
家
が
で
き
ま
す
。
海

の
そ
ば
で
暮
ら
し
て
き
た
僕
た
ち
家
族

で
す
が
、
母
が
「
こ
こ
ま
で
波
は
来
な

い
」
と
言
っ
て
決
め
ま
し
た
。

僕
は
浪
江
町
に
戻
る
の
は
無
理
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
産
業
が

あ
っ
て
学
校
が
再
開
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
や
病
院
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
み
た
い
な
お

店
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
町
と
し
て
き
ち

ん
と
機
能
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
帰
る

人
は
増
え
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

野
球
部
の
仲
間
を
始
め
、
友
達
と

会
う
機
会
は
あ
る
の
で
す
が
、
ま
だ
消

息
が
わ
か
ら
な
い
友
人
も
い
ま
す
。
こ

の
記
事
を
読
ん
で
く
れ
た
友
人
か
ら
連

絡
が
あ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

▲「僕を見かけたら、また集まろ
うよ。連絡をください」とおっ
しゃっていました。

福島県

い

�����������	
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木幡　遥香さん（権現堂）
取材者：東北圏地域づくりコンソーシアム　竹内
　　　　浪江町復興支援員宮城県駐在　村田
取材日：11月12日

陸上・砲丸投げに打ち込んだ中学生活
全国大会で思わぬ再会が

北海道東部、オホーツク海沿岸の斜里町ウトロ地区で暮らし
ている木幡さん。
中学に入って本格的に始めた砲丸投げで全国大会に出場。
そこで偶然、浪江の頃の知り合いと再会したお話をしてくだ

さいました。

◆
斜
里
で
の
暮
ら
し

小
学
３
年
生
の
時
に
ウ
ト
ロ
に
来

て
、
地
区
の
小
中
一
貫
校
に
通
っ
て
い

ま
す
。
小
学
生
は
み
ん
な
複
式
学
級
の

小
さ
い
学
校
で
す
。
生
徒
数
が
少
な
い

の
で
、
先
生
も
生
徒
も
み
ん
な
お
互
い

に
知
っ
て
い
ま
す
。
運
動
会
や
文
化
祭

も
小
中
一
緒
。
運
動
会
は
保
育
所
も
一

緒
に
な
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。

家
か
ら
学
校
ま
で
は
２
・
５
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
程
あ
り
ま
す
。
急
な
坂
道
ば

か
り
で
、
毎
日
そ
こ
を
歩
い
て
い
る
の

で
、
ウ
ト
ロ
の
子
は
み
ん
な
足
が
速
く

持
久
力
が
あ
り
ま
す
。

冬
は
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
に
雪
靴
で
登

校
し
て
い
ま
す
。
来
た
当
初
は
寒
さ
の

程
度
が
全
く
分
か
ら
ず
、
普
通
の
長
靴

を
履
い
た
り
、
ベ
ン
チ
コ
ー
ト
を
着
た

り
し
て
い
た
の
で
す
が
、
と
て
も
寒
く

て
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
浪
江
の

頃
は
冬
も
普
通
の
靴
を
履
い
て
い
た
の

で
、
び
っ
く
り
で
し
た
。

朝
は
、
家
の
雪
か
き
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

玄
関
の
扉
が
凍
っ
て
し
ま
う
の
で
、
お

湯
を
か
け
て
氷
を
融
か
し
な
が
ら
開
け

ま
す
。
雪
や
風
が
と
て
も
強
い
日
は
、

学
校
も
休
み
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

◆
陸
上
競
技
に
打
ち
込
ん
だ
中
学
生
活

小
学
校
の
頃
か
ら
陸
上
を
や
り
た

い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
浪
江
に

い
た
頃
は
ま
だ
２
年
生
で
部
活
に
入
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
斜
里
に
来
て
か
ら
す

ぐ
に
少
年
野
球
チ
ー
ム
に
入
り
ま
し

た
。
す
る
と
野
球
を
し
て
い
る
様
子
を

見
て
い
た
陸
上
部
の
顧
問
の
先
生
が
、

陸
上
部
に
入
ら
な
い
か
、
と
勧
誘
し
て

く
れ
た
の
で
す
。

陸
上
部
に
入
っ
た
頃
は
四
種
競
技

を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
砲
丸
投
げ
で

全
国
大
会
に
出
た
先
輩
が
い
た
こ
と
も

あ
り
、
途
中
か
ら
砲
丸
投
げ
を
専
門
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

学
校
だ
と
、
平
日
、
長
く
て
も
２

時
間
半
し
か
練
習
で
き
な
い
の
で
、
毎

週
土
曜
日
、
網
走
の
競
技
場
ま
で
１
時

間
か
け
て
通
っ
て
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

夏
休
み
は
ほ
ぼ
毎
日
で
し
た
の
で
、
母

は
送
迎
で
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

投
て
き
で
も
走
る
練
習
は
し
ま

す
。
投
げ
る
時
に
早
く
動
く
こ
と
が
大

事
な
の
で
、
短
距
離
を
す
ご
く
走
っ
た

り
、
タ
イ
ヤ
を
付
け
た
ロ
ー
プ
を
腰
に

巻
い
て
走
っ
た
り
、
さ
ら
に
、
そ
れ
に

重
り
を
つ
け
た
り
。
冬
は
、
雪
が
降
っ

て
外
で
は
練
習
で
き
な
い
の
で
、
階
段

を
走
っ
た
り
、
体
育
館
で
筋
ト
レ
を
し

た
り
、
室
内
用
の
砲
丸
を
使
っ
て
練
習

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

◆
全
国
大
会
で
浪
江
の
頃
の
知
り
合
い

と
再
会

北
海
道
内
の
大
会
で
標
準
記
録
を

超
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
中
学
３

年
生
の
今
年
は
、
８
月
に
熊
本
で
開
か

れ
た
全
国
大
会
に
出
場
し
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
浪
江
の
頃
、
幼
稚
園
と

小
学
校
で
一
緒
だ
っ
た
愛
沢
誠
也
君
と

偶
然
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
初
は
、
誠
也
君
が
全
国
大
会
に

出
て
い
る
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
区
か
ら
出
場
し
た

知
り
合
い
が
8
0
0
ｍ
に
出
て
い
た
の
で
、

そ
の
予
選
の
結
果
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
見
て
い
た
ら
、
た
ま
た
ま
彼
の
名
前

を
見
つ
け
た
の
で
す
。
親
同
士
も
知
り

合
い
で
し
た
の
で
、
連
絡
を
取
っ
て
も

ら
い
、
翌
日
、
熊
本
で
会
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
ん
な
偶
然
あ
る
の
か
と

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
震
災
後
は
お
互

い
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
の
か
も
分
か
ら

ず
、
す
ご
く
久
し
振
り
で
し
た
が
お
互

い
顔
は
覚
え
て
い
ま
し
た
。
お
互
い
の

親
も
再
会
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
９
月
に
北
海
道
ジ
ュ
ニ

ア
陸
上
選
手
権
に
出
て
、
陸
上
部
は
引

退
し
ま
し
た
。
大
会
に
出
る
と
北
海
道

各
地
の
い
ろ
ん
な
先
生
か
ら
声
を
掛
け

て
も
ら
え
ま
す
。
陸
上
が
な
け
れ
ば
、

こ
う
い
う
つ
な
が
り
は
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
し
ば
ら
く
は
、
学
校
の
テ
ス

ト
が
多
い
の
で
勉
強
が
メ
イ
ン
に
な
っ

て
き
ま
す
が
、
そ
れ
が
終
わ
っ
た
ら
、

ま
た
練
習
を
再
開
し
て
、
陸
上
を
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。

▲最後に出場した大会の様子

▲全国大会で愛沢誠也さんと
偶然の再会

北海道

●●●●
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再取材シリーズ

●●●●

畑中　武さん（中浜）
取材者：地域社会デザイン・ラボ　中島
取材日：12月23日

いろんなことがありましたが、
今はとても幸せです

第41号（平成26年11月号）に掲載された畑中さん
は、86歳になられました。
津波で流された浪江のご自宅跡は堤防建設の用地とな

り、帰還できない状態に。また震災後は会津・東京で避
難生活を送るなど苦労されましたが、現在はいわき市に
建てた二世帯住宅で、奥様のヤイさん、息子さん夫婦、
３人のお孫さんに囲まれ、元気にお過ごしです。

◆
請
戸
小
の
広
坂
校
長
先
生
に
感
謝

震
災
当
日
、
う
ち
の
家
族
は
７
人

の
う
ち
５
人
が
間
一
髪
で
津
波
か
ら
逃

れ
、
九
死
に
一
生
を
得
た
ん
で
す
。

私
た
ち
夫
婦
と
息
子
の
こ
と
は
前

に
お
話
し
た
の
で
今
回
は
省
き
ま
す

が
、
当
時
、
請
戸
小
学
校
に
通
っ
て
い

た
２
人
の
孫
は
広
坂
校
長
先
生
の
お
か

げ
で
助
か
り
ま
し
た
。
「
請
戸
の
奇

跡
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
、
広
坂

先
生
が
す
ぐ
に
正
し
い
判
断
を
し
、
自

ら
生
徒
を
背
負
っ
て
避
難
し
て
く
れ
た

こ
と
で
請
戸
小
は
全
員
が
無
事
で
し

た
。お

か
げ
で
、
私
の
一
番
上
の
孫
は

今
年
成
人
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
二

番
目
の
孫
は
高
校
２
年
生
に
な
り
ま
し

た
。
広
坂
先
生
に
は
ど
ん
な
に
感
謝
し

て
も
感
謝
し
き
れ
ま
せ
ん
。

◆
家
族
に
支
え
ら
れ
て

私
の
方
は
震
災
後
に
ぜ
ん
そ
く
を

患
い
、
一
時
は
ち
ょ
っ
と
歩
い
た
だ
け

で
も
息
が
切
れ
ま
し
た
。
で
も
東
京
に

い
る
娘
が
貴
重
な
漢
方
薬
を
送
っ
て
く

れ
た
り
、
息
子
が
青
汁
を
買
っ
て
き
て

く
れ
た
り
、
家
族
み
ん
な
が
気
遣
っ
て

く
れ
た
お
か
げ
で
回
復
し
ま
し
た
。
以

前
、
前
立
腺
が
ん
を
患
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
妻
は
食
事
に
す
ご
く
気
を
遣
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。
お
米
は
３
分
づ
き
の

胚
芽
米
、
魚
を
毎
日
食
べ
、
肉
や
野
菜

類
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
。
そ
れ
か
ら
病
後

に
良
い
と
聞
い
て
、
野
ブ
ド
ウ
の
実
を

35
度
の
焼
酎
に
漬
け
た
も
の
を
朝
晩
、

杯
１
杯
ぐ
ら
い
ず
つ
飲
ん
で
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
今
年
86
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
震
災
・

津
波
で
家
も
家
財
も
全
て
無
く
し
ま
し

た
が
、
今
は
と
て
も
幸
せ
で
す
。
大
平

山
霊
園
に
お
墓
も
作
っ
た
こ
と
も
安
心

感
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

◆
孫
た
ち
の
成
長
と
浪
江
の
絆

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
浪
江
で
、

船
大
工
を
生
業
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

自
慢
す
る
わ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
が
、

我
な
が
ら
よ
く
働
い
た
し
、
行
く
先
々

の
造
船
所
で
褒
め
ら
れ
、
腕
に
は
自
信

が
あ
り
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
父
親
が

「
よ
く
働
け
。
そ
し
て
絶
対
に
嘘
を
つ

く
な
」
と
、
遺
言
み
た
い
に
よ
く
言
っ

て
い
た
の
で
、
こ
の
言
葉
が
体
に
染
み

付
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私

の
子
供
た
ち
も
努
力
を
い
と
わ
な
い
と

こ
ろ
が
一
番
の
長
所
だ
と
思
い
ま
す
。

孫
た
ち
に
も
そ
う
い
う
一
面
が
あ

る
の
か
、
三
番
目
の
孫
は
小
・
中
・
高

と
11
年
間
、
学
校
を
無
欠
席
。
私
が
尋

常
小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
の
8
年
間

無
欠
席
だ
っ
た
と
い
う
話
を
し
た
ら
、

孫
は
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
記
録
を
破

る
」
と
言
っ
て
、
そ
れ
を
実
行
し
た
ん

で
す
。
そ
う
い
う
孫
た
ち
の
成
長
を
見

る
の
が
楽
し
み
で
す
。

そ
し
て
浪
江
の
友
人
た
ち
と
も
手

紙
の
や
り
取
り
は
ず
っ
と
続
い
て
い

て
、
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私

は
時
々
、
福
島
民
報
や
N
H
K
の
ラ
ジ

オ
に
原
稿
を
投
稿
す
る
ん
で
す
が
、

「
福
島
民
報
、
見
ま
し
た
よ
」
と
連
絡

を
い
た
だ
く
こ
と
も
。「
浪
江
の
こ
こ

ろ
通
信
」
も
皆
さ
ん
の
近
況
が
分
か
る

の
で
、
毎
号
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
浪
江
の
絆
を
大
事

に
し
、
家
族
に
感
謝
し
、
健
康
に
気
を

付
け
て
明
る
く
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

▲ご自宅にて
　仲睦まじい武さんとヤイさんご夫妻

福島県
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●●●●

渡部　友綱さん（末森）
取材者：認定非営利活動法人市民公益活動パートナーズ　古山
取材日：12月11日

仕事で「ありがとう」と言われる時が、
一番うれしい

渡部さんは双葉地方広域市町村圏組合浪江消防署に勤務され、５年
のキャリアを持つ消防士です。救急車で病人やけが人を病院に搬送す
ることも多く、とてもやりがいのある仕事だとおっしゃいます。
震災の時は南相馬市原町区から山形県、福井県へと避難したため、
浪江にいた頃の友達とはどうしても疎遠になってしまっているとか。
この記事を通じて、そんな方々とのご縁が再びつながりますように。

◆
避
難
先
の
福
井
県
で
高
校
3
学
年
に

転
入
、
進
学

東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
日
、
僕

は
福
島
県
立
双
葉
高
校
の
2
年
生
で
し

た
。
午
後
か
ら
野
球
部
の
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
練
習
を
始
め
て
間
も
な
く
、
今
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
揺
れ

に
部
員
全
員
が
地
面
に
伏
せ
ま
し
た
。

そ
の
時
は
、
逃
げ
る
こ
と
な
ど
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
校
が
す
ぐ
に
避

難
所
に
な
り
、
近
所
の
人
た
ち
や
車

椅
子
の
方
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

津
波
警
報
が
出
た
の
で
先
生
の
車
で

高
台
に
避
難
す
る
こ
と
に
な
り
、
僕

た
ち
も
手
伝
い
ま
し
た
が
、
高
齢
者

が
多
か
っ
た
の
で
何
往
復
も
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
双
葉
中
学
校
に
避
難

し
ま
し
た
が
、
野
球
着
の
ま
ま
だ
っ

た
の
で
寒
か
っ
た
で
す
ね
。
両
親
が

迎
え
に
来
て
く
れ
た
の
は
、
結
構
暗

く
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。
家
は
地
震

の
被
害
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
レ
ト
ル

ト
カ
レ
ー
を
ス
ト
ー
ブ
で
温
め
て
食

べ
ま
し
た
。

曾
祖
母
と
祖
父
母
、
両
親
、
妹
2

人
の
8
人
家
族
で
し
た
が
、
国
道

1
1
4
号
の
避
難
に
よ
る
渋
滞
を
避
け

た
こ
と
や
、
看
護
師
を
し
て
い
る
母
の

仕
事
の
都
合
も
あ
り
、
数
日
後
に
曾
祖

母
と
祖
父
母
た
ち
は
親
戚
の
所
に
、
僕

と
妹
た
ち
、
両
親
は
南
相
馬
市
の
母
の

実
家
に
避
難
し
ま
し
た
。
1
週
間
近
く

お
世
話
に
な
っ
た
後
、
山
形
県
米
沢
市

の
体
育
館
へ
。
何
百
人
も
の
人
た
ち
が

避
難
し
て
い
ま
し
た
。
毎
朝
散
歩
を
し

な
が
ら
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
様
子
を

見
に
行
き
、
父
に
連
絡
を
し
て
車
に
給

油
を
し
ま
し
た
。

福
井
県
勝
山
市
へ
再
び
避
難
し
、

僕
は
福
井
県
立
勝
山
高
校
に
転
入
し
ま

し
た
。
野
球
部
で
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
と

れ
る
か
不
安
で
し
た
が
、
1
週
間
後
に

迫
っ
た
春
の
県
大
会
の
メ
ン
バ
ー
に
選

ば
れ
、
出
場
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
は
1

回
戦
で
敗
退
し
ま
し
た
が
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
候
補
だ
っ
た
部
員
に
替
わ
っ
て
の

出
場
で
し
た
の
で
、
そ
の
人
の
分
ま
で

頑
張
ろ
う
と
思
い
、
個
人
の
成
績
は
な

か
な
か
の
も
の
で
し
た
。

◆
小
さ
い
頃
か
ら
憧
れ
た
消
防
士
に
な

る
た
め
に

高
校
卒
業
後
、
福
井
市
内
の
専
門

学
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
震
災
前
に

怪
我
で
救
急
車
の
お
世
話
に
な
っ
た

り
、
震
災
の
時
の
東
京
消
防
庁
や
双

葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本

部
の
活
動
を
知
っ
た
り
す
る
中
で
、

や
は
り
消
防
士
に
な
っ
て
人
の
役
に

立
ち
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
両
親
や

妹
た
ち
は
相
馬
市
に
戻
っ
た
の
で
一

人
暮
ら
し
を
始
め
ま
し
た
。
一
人
暮

ら
し
で
、
一
番
困
っ
た
の
は
お
米
の

研
ぎ
方
。
母
に
電
話
し
て
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。

消
防
士
に
な
っ
て
一
番
強
く
印
象

に
残
っ
た
出
来
事
は
、
平
成
29
年
4

月
末
に
浪
江
で
発
生
し
た
山
火
事
で

す
。
12
日
間
燃
え
続
け
て
鎮
火
し
ま

し
た
が
、
双
葉
町
と
浪
江
町
に
ま
た

が
っ
た
消
防
車
も
入
れ
な
い
よ
う
な

悪
条
件
の
山
中
だ
っ
た
の
で
、
背
負

い
バ
ッ
グ
で
山
に
登
っ
て
は
状
況
を

確
認
し
ま
し
た
。

双
葉
消
防
署
浪
江
臨
時
庁
舎
に
は

約
30
人
が
所
属
し
、
丸
1
日
ご
と
の
交

替
勤
務
。
み
ん
な
で
ご
飯
を
作
っ
た

り
、
筋
ト
レ
な
ど
を
し
た
り
し
な
が

ら
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
い
ま

す
。
夜
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
の
で
す

が
明
か
り
も
無
く
、
震
災
以
前
と
は
全

く
違
う
景
色
に
悲
し
く
な
る
時
も
あ
り

ま
す
。
町
に
必
要
な
も
の
は
、
ま
ず
総

合
病
院
。
高
齢
者
の
た
め
に
一
番
大
事

だ
と
思
い
ま
す
し
、
町
民
の
方
々
が
一

緒
に
楽
し
め
る
場
所
も
で
き
た
ら
い
い

で
す
ね
。

▲国家資格である救急救命士を目
指したいと将来の抱負を話して
くださいました。

福島県

け
　
が
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